別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：感染症予防費
	事業名:結核重点地域対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　感染症対策担当　電話番号：058-272-1111（内3352）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：854千円（前年度予算額：854千円）

	事業内容


	１　事業の内容


· 感染症法による結核予防業務と併せて、地域の実情に応じた重点的な結核対策事業の実施

· 並行して圏域全般にかかる事業を実施することにより、県全体の結核指標値を改善

· ＴＢメディカルセミナー（県内２保健所）
結核についての最新情報や専門知識及び結核院内感染防止対策についての講演会を開催する。医師及び医療従事者の結核に対する認識を深めることで、結核患者に対する迅速な対応が期待でき、結核患者の早期発見・早期治療につなげる。
· 高齢者又は介護者研修会（7保健所）
県内新登録患者の７割以上が６５歳以上の高齢者であることから、高齢者又は介護者を対象として、結核知識の習得・予防知識の高揚を図る。
· 結核後遺症者健康呼吸器教室（２保健所）

結核後遺症者に対し、結核の再発防止、予防のための健康管理指導、肺機能検査、健康相談等の教室を開催する。

○結核検査事業
結核の集団発生時に、初発患者からの感染確認のために、患者の結核菌の分析検査を行いＤＮＡが同じ型であるかを調べ、同一結核菌による集団発生かどうかを判断する。

○結核予防技術者等養成研修

結核最新情報の収集及び結核対策に関する知識・技術の習得を図り、当県の結核対策に役立てるため、研修、担当者会議等に関係者を派遣する。
	２　所要経費


・　ＴＢメディカルセミナー　　　　　　　　　  146千円
・　高齢者又は介護者研修会      　　　　　    284千円
・　結核後遺症者健康呼吸器教室   　　　　　   127千円
・  結核検査事業                               67千円
・　結核予防技術者等養成研修    　　　　　　  230千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　854千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


	２　これまでの取組状況


・　昭和６１年度から結核対策特別促進事業補助金に基づき地域の実状に応じた各種の結核対策を実施
・　平成７年度から、県全般の対策を「県下重点地域対策」（県重）に統合し、東濃地域を対象とした「東濃地域結核対策重点プロジェクト」（東プロ）を立ち上げ
・　平成１７年４月１日に施行された結核予防法の一部改正の中で、結核患者に対し、積極的に服薬支援を推進する指針を盛り込み
・　法改正を踏まえ、当県においても、保健所・医療機関による服薬支援の連携を推進するために「結核患者服薬支援（ＤＯＴＳ）」事業を立ち上げ
・　平成１８年度、三位一体に伴う国庫補助金改革により、一般対策事業（国庫１／２）の税源移譲に伴い、県重・東プロの枠組みをなくして新規事業として立ち上げ
・　平成１９年４月、結核予防法が感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律に統合
・　東濃地域おいては、罹患率等の結核指標が県内の他の地域に比べ依然良好とは言えないが、近年著しく改善しており、東濃地域のみ特別な対策を講ずる必要はなくなったため、平成２１年度より「東プロ」を廃止。
	３　これまでの取組に対する評価


結核の罹患状態は、全国と比べて依然として指標は高いものの、着実に改善している。引き続き事業を実施することにより更なる改善を目指す。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）
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